
仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成20年11月10日発行 第13号　（10）

県県県県外外外外（（（（栃栃栃栃木木木木県県県県））））視視視視察察察察研研研研修修修修
10月15日から、2泊3日。公費負担0、全額自費で9議員が参加。

10
月
15
日
早
朝
4
時
、
仁

淀
織
合
橋
を
出
発
。
高
知
空

港
│
東
京
国
際
空
港
を
経
て
、

芳
賀

は

が

町ま
ち

に
到
着
。
芳
賀
町
総

合
情
報
館
（
知
恵
の
環
館
）

を
見
学
し
た
。

こ
の
館
は
、
文
書
館
・
博

物
館
・
図
書
館
を
設
置
し
、

開
館
記
念
展
と
し
て
福
田
た

ね
、
青
木
繁
の
絵
画
展
が
開

催
さ
れ
て
い
た
。

館
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
利
用
、
普
通
の
家
2
軒

分
の
発
電
を
し
て
い
る
。
メ

ー
カ
ー
保
障
年
数
は
10
年
程

度
で
あ
る
。

芳
賀
町
役
場
で
、
環
の
町

「
芳
賀
」
循
環
型
社
会
の
取
り

組
み
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
支
援
事
業
に
つ
い
て

研
修
、
勉
強
す
る
。

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気

に
変
換
す
る
も
の
で
地
球
温

暖
化
防
止
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
に
貢
献
し
て
い

る
。平

均
的
な
一
般
家
庭
で

は
、
年
間
約
３
６
０
０
Kw
消

費
す
る
の
で
、
出
力
3
〜

4

の
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
場
合
が
多
い
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
設
置
費
を

除
く
と
年
間
約
10
万
円
分
の

電
気
代
が
節
約
で
き
る
。

標
準
的
3.5
Kw
シ
ス
テ
ム
導

入
に
約
２
４
０
万
円
か
か
る

の
で
、
設
置
費
用
は
約
24
年

で
回
収
。

設
置
単
価
は
1
Kw
あ
た
り

約
68
万
〜
70
万
円
で
あ
る
。

経
過
・
実
績
は
Ｈ
16
年
4

月
支
援
事
業
ス
タ
ー
ト
（
町

補
助
1
Kw
7
万
円
、
上
限
21

万
円
）、
16
年
に
は
60
件
設
置

件
数
が
あ
っ
た
が
17
年
〜
20

年
は
減
少
し
て
い
る
。
目
標

件
数
は
30
件
（
90
Kw
分
）
で

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。

設
置
者
の
声
と
し
て
、

「
光
熱
費
の
削
減
」「
オ
ー
ル

電
化
に
よ
る
安
全
性
向
上
」

「

削
減
」
な
ど
。

以
上
夕
方
ま
で
研
修
、
字

都
宮
へ
移
動
ホ
テ
ル
宿
泊
。

16
日
8
時
出
発
、
第
2
の

目
的
地
茂も

て
木ぎ

町ま
ち

に
9
時
頃
到

太陽光発電（知恵の環館）

意見交換（芳賀町役場）

太
陽
光
発
電
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
視
察

太
陽
光
発
電

メ
ー
カ
ー
保
障
は

10
年

年
間
10
万
円
の

電
気
代
節
約

町
補
助
7
万
／
Kw

で

上
限
は
21
万
円
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良質のたい肥ができてます（美土里館）

言
い
た
い
事
は
山
ほ
ど
あ

る
が
、
良
い
事
、
や
る
べ
き

事
は
徹
底
し
て
実
行
し
た
い

と
思
う
。

有
意
義
な
研
修
で
あ
っ
た

と
自
負
し
、
町
民
の
暮
ら
し

生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

（
野
村
安
夫
）

着
。
議
長
と
議
会
事
務
局
長

の
案
内
で
全
国
的
に
有
名
な

有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
美
土
里
館
に
10
時
頃
着
き

説
明
を
聞
く
。

茂
木
町
は
「
美
土
里
館
」

を
核
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
不

用
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
、
廃
棄
物
や
地
域
の
未

使
用
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
、
自
然
の
持
つ
循
環
シ

ス
テ
ム
と
の
共
生
を
目
指
し
、

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
・

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
・
農
産
物
の
「
地
産
地
消
」

体
制
の
確
立
・
森
林
保
全
の

推
進
が
町
の
基
本
方
針
で
あ

る
。美

土
里
た
い
肥
は
、
生
ご

み
、
牛
糞
、
枯
葉
、
お
が
く

ず
、
も
み
が
ら
を
使
用
し
、

作
物
の
う
ま
み
を
作
り
だ
す

微
量
要
素
（
ミ
ネ
ラ
ル
）
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
多
量

途中でやな場を見学、鮎がたくさん取れてました
（茂木町）

研修風景（撮影：藤原陽三議員）

美
土
里
た
い
肥

生
ゴ
ミ
、牛
糞
、枯
葉

お
が
く
ず
、も
み
が
ら

落
ち
葉
一
袋（
20
㎏
）

４
０
０
円
で
買
取

運
搬

環
境
保
全
型

農
業
の
推
進

言
い
た
い
こ
と
は

山
ほ
ど
あ
る

の
有
益
微
生
物
に
よ
り
１
０

５
日
以
上
じ
っ
く
り
発
酵
さ

せ
た
良
質
な
た
い
肥
で
あ
る
。

こ
の
た
い
肥
を
利
用
活
用
し
、

有
機
農
産
物
を
生
産
し
て
い

る
。
肥
料
は
売
れ
行
き
が
順

調
で
生
産
が
追
い
付
か
ず
、

う
れ
し
い
悲
鳴
で
あ
る
。

美
土
里
館
は
総
事
業
費
6

億
１
５
０
０
万
円
（
国
3
億
、

県
2
億
円
補
助
）
残
り
を
町

が
出
資
し
て
操
業
以
来
、
年

間
経
費
４
０
０
０
万
円
、
年

収
入
２
０
０
０
万
円
で
あ
る

が
、
ミ
ド
リ
効
果
で
５
０
０

０
万
円
分
の
貢
献
を
し
て
い

る
。落

ち
葉
1
袋
（
20
㎏
）
４

０
０
円
で
館
が
直
接
買
い
入

れ
。
た
い
肥
を
使
用
し
た
有

機
野
菜
等
が
よ
く
売
れ
る
の

で
農
家
に
も
大
き
く
貢
献
、

地
産
地
消
の
野
菜
を
学
校
給

食
に
80
％
利
用
し
命
を
大
切

に
す
る
食
材
を
提
供
し
て
い

る
。



（池川）
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8
月
5
日
第
61
回
関
西
茶

品
評
会
で
池
川
茶
業
組
合
が

普
通
煎
茶
の
部
で
一
等
一
席

の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い

た
。ま

た
、
池
川
茶
研
究
会
も

一
等
九
席
の
全
国
茶
生
産
団

体
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
し

て
お
り
、
本
町
の
茶
生
産
組

合
の
技
術
の
高
さ
が
証
明
さ

れ
、
日
頃
の
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
。

本
年
度
の
普
通
交
付
税
の

算
定
結
果
が
発
表
さ
れ
、
前

年
度
対
比
3.8
％
増
の
32
億
３

４
３
８
万
円
の
交
付
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
地
方
再
生
対

策
費
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。

特
別
交
付
税
は
来
年
3
月

に
決
定
さ
れ
る
が
、
昨
年
度

同
様
の
交
付
額
は
望
め
な
い
。

19
年
4
月
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
以

前
は
標
準
財
産
規
模
の
20
％

を
超
え
る
と
即
財
政
再
建
団

体
に
な
っ
た
が
、「
早
期
健
全

化
」
と
「
財
政
再
生
」
の
二

段
階
で
財
政
悪
化
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
や
企
業

会
計
も
併
せ
た
連
結
決
算
で
、

財
政
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

合
併
協
議
会
で
、
5
年
間

は
職
員
を
採
用
せ
ず
、
退
職

者
5
人
に
対
し
1
人
と
協
議

が
さ
れ
て
い
た
が
、
見
込
み

よ
り
退
職
者
が
多
く
、
年
齢

構
成
に
歪
み
を
生
じ
て
い
る

た
め
若
干
名
採
用
す
る
予
定
。

カ
ラ
タ
チ
分
収
林
は
、
契

約
期
間
の
40
年
が
満
了
し
現

況
評
価
を
県
森
林
組
合
連
合

会
に
委
託
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

マ
イ
ナ
ス
７
２
０
万
円
に
な

る
た
め
契
約
者
に
町
の
権
利

を
譲
渡
す
る
こ
と
で
了
解
し

て
も
ら
っ
た
。

来
年
10
月
か
ら
始
ま
る
、

年
金
所
得
に
か
か
る
町
県
民

税
の
特
別
徴
収
に
お
け
る
年

金
保
険
者
と
の
情
報
の
受
け

渡
し
方
法
が
お
お
む
ね
決
定

し
た
。

年
金
給
付
機
関
と
市
町
村

間
に
お
け
る
年
金
や
税
金
の

情
報
の
や
り
と
り
は
社
団
法

人
を
通
じ
て
行
う
た
め
、
高

度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
必
要
と
な
る
。

シ
ス
テ
ム
構
築
に
は
許
可

を
受
け
た
民
間
事
業
者
の
代

行
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
が
適
当

と
考
え
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
7
月
に
条
例
改
正
さ
れ
、

当
面
、
7
割
軽
減
世
帯
の
保

険
料
を
8
割
5
分
に
拡
大
し
、

年
金
収
入
２
１
１
万
円
ま
で

の
被
保
険
者
の
所
得
割
を

50
％
と
す
る
。

21
年
度
以
降
は
7
割
軽
減

世
帯
の
う
ち
被
保
険
者
年
金

額
80
万
円
以
下
で
、
そ
の
他

の
所
得
が
な
い
世
帯
は
、
9

割
軽
減
と
な
り
、
２
１
１
万

円
ま
で
の
所
得
割
50
％
軽
減

の
継
続
と
な
っ
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
対

臣賞一等一席を受賞
　ら見事最高位を獲得 －

諸般の報告　町長 藤5富士登

交
　
付
　
税

財
政
状
況

職
員
採
用

カ
ラ
タ
チ
分
収
林

地
上
デ
ジ
タ
ル

後
期
高
齢
者

住
民
税
年
金
天
引



富岡橋

応
は
、
自
主
共
聴
施
設
8
個

所
を
調
査
し
た
。

結
果
は
、
老
朽
化
が
激
し

く
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
全
面
改

修
の
必
要
な
設
備
も
あ
り
、

町
全
体
で
1
億
数
千
万
円
の

事
業
見
込
み
が
、
4
億
円
近

く
な
る
。

池
川
、
仁
淀
中
継
局
は
、

来
年
開
局
後
、
調
査
、
改
修

の
予
定
。

所
得
の
向
上
や
雇
用
の
創

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成20年11月10日発行（13） 第13号

出
、
県
経
済
の
活
性
化
に
具

体
的
に
結
び
付
く
計
画
に
な

る
よ
う
、
産
業
別
の
産
業
成

長
戦
略
と
地
域
別
の
地
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
構
成
さ

れ
る
、
高
知
県
産
業
振
興
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。
本
町
の
素
材
洗
い
出
し

を
進
め
、
仁
淀
川
流
域
6
市

町
村
で
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
策
定
作
業
を
進
め
て

い
る
。

別
枝
地
域
で
は
、
仲
間
、

「池川茶」農林水産大　
－ 8府県334点の中か　

稼
ぎ
、
フ
ァ
ン
を
増
や
す
3

つ
の
テ
ー
マ
に
地
域
活
性
化

組
織
秋
葉
ま
つ
り
の
里
を
元

気
に
す
る
会
、「
え
ん
こ
巌
」

の
活
動
が
農
水
省
の
ふ
る
さ

と
地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
本

年
度
を
含
む
5
年
間
、
上
限

１
０
０
０
万
円
の
助
成
金
で

実
践
活
動
を
し
て
い
く
。

田
村
地
域
の
多
目
的
広
場

整
備
計
画
は
、
8
月
に
住
民

の
検
討
会
を
開
き
、
意
見
を

反
映
し
た
素
案
を
作
成
、
調

整
し
、
工
事
着
工
に
向
け
提

案
し
て
い
く
。

「
ゆ
の
森
」
は
本
年
度
で

12
年
目
を
迎
え
、
レ
ス
ト
ラ

ン
の
利
用
客
も
15
年
度
2
万

５
９
０
７
人
か
ら
、
19
年
度

1
万
６
４
３
７
人
と
減
少
。

ま
た
、
地
元
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
付
く
な
ど
問
題
点
を
解

消
す
る
た
め
協
議
し
、
本
館

等
の
改
修
工
事
を
計
画
し
、

旧
日
浦
邸
も
多
目
的
な
利
用

が
可
能
な
施
設
と
し
て
建
築

も
検
討
し
て
い
る
。

厳
し
い
運
営
が
続
く
「
ソ

ニ
ア
」
は
、
売
上
高
は
上
が

っ
て
い
る
が
製
造
原
価
の
割

合
が
高
く
、
当
期
損
失
額
が

大
き
い
た
め
、
今
後
の
方
向

性
の
決
断
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

現
在
保
育
所
の
民
営
化
を

計
画
、
協
議
し
て
い
る
。

様
々
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
や
子
ど
も
の
立
場
を
見
据

え
、
保
護
者
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
努
め
な
が
ら
、
民

間
活
力
を
導
入
し
、
保
育
環

境
の
向
上
を
目
指
す
。

5
月
、
7
月
の
2
回
、
4

保
育
所
で
保
護
者
説
明
会
を

開
き
、
意
見
を
聞
い
た
。

町
は
、
園
児
に
不
安
を
与

え
な
い
よ
う
保
育
士
を
3
年

間
派
遣
し
引
き
継
ぎ
で
民
営

化
し
た
い
。

ま
た
、
民
営
化
で
国
、
県

負
担
金
の
財
源
が
見
込
ま
れ

そ
の
財
源
を
活
用
し
、
保
育

料
軽
減
の
継
続
、
生
徒
の
医

療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
子
育

て
支
援
を
充
実
し
た
い
。

地
域
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン

「
ゆ
の
森
」

田
村
地
区
多
目

的
広
場

「
ソ
ニ
ア
」

保
　
育
　
所

別
枝「
え
ん
こ
厳い
わ

」


